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住宅用火災警報器の点検を！ 
その警報器、10年以上経っていませんか？ 

 住宅用火災警報器※1は、家庭内での火災の発生をいち早く検知し、音や光
によって知らせる装置です。消防法によって設置が義務付けられていますが、
設置された警報器の中には、劣化や電池切れが生じているものがあると考え
られます。 
 

 住宅用火災警報器は警報を鳴らしていない時も常にセンサーが作動し、監
視しています。機能を維持するために、必ず定期的に点検を実施し、10年を
目安に本体を交換しましょう。 

いざというときに作動するために 
住宅用火災警報器が 

公式サイト「くらしの危険」コーナー 

http://www.kokusen.go.jp/kiken/index.html 

最新号やバックナンバーは 
こちらからご覧いただけます。 

消費者への 

アドバイス 

※1：法令上の名称としては住宅用防災警報器と表現されますが、商品名やわかりやすさを考慮し、住宅用火災警報器としています。 

● 定期的に点検・お手入れを行いましょう。 

● 10年を目安に本体を交換しましょう。 

● 点検・交換の際は、 
 けがなどに注意しましょう。 

 住宅用火災警報器には電池切れやセンサーなどの故障を確認できる機能があります。
アンケートで実際に点検してもらったところ、約1割は、電池切れや故障などで正常に作
動していませんでした。機能の維持のためにも必ず定期的に点検しましょう。 
 点検の際には、取扱説明書の動作確認や定期点検の項目に従ってください。 

 見た目には異常がなくても、内部のセンサーや部品は消耗・劣化していきます。その
ため、本体の寿命は10年とするものが多くみられます。設置時期を取扱説明書や警報器
本体に記入しておき、寿命を迎えたものは本体を交換しましょう。 

 アンケートでは、警報器の取り付け点検な
どの際に、転落・転倒などでけがをしたとい
う回答も見られました。点検・交換の際は十
分注意しましょう。 
 点検・交換に便乗した悪質商法にも注意し、
不安になった場合やトラブルになった場合は、
最寄りの消費生活センターへご相談ください。 

※消費者ホットライン：「１８８（いやや！）」番 
お住まいの地域の市区町村や都道府県の消費生活センター等をご案内する全国共通の3桁の電話番号です。 
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